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青
野
さ
ん
は
静
岡
県
出
身
で
、
師
範

学
校
を
卒
業
後
、
小
学
校
の
教
師
と
な

っ
た
後
に
従
軍
し
ま
す
。
一
九
四
三
年

に
出
征
先
の
中
国
で
腰
部
に
銃
撃
を
受

け
、
両
脚
に
障
害
を
負
い
ま
し
た
。
戦

後
、
教
職
に
戻
る
こ
と
は
な
く
、
長
期

療
養
を
目
的
と
し
て
脊
髄
損
傷
者
を
受

け
入
れ
て
い
る
箱
根
療
養
所
に
入
所
、

そ
こ
か
ら
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
、
水
泳
と
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
二
種

目
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

 

平
和
の
祭
典
で
あ
る
は
ず
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
こ
れ
ま
で
、
国
際
紛
争
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ま
た
、
戦
争
と
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
一
九
四
八

年
、
医
師
ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
グ
ッ
ト

マ
ン
博
士
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド

ン
郊
外
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病

院
内
で
開
か
れ
た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
競

技
大
会
、
こ
れ
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

起
源
で
す
が
、 

第
二
次
世
界
大
戦
で
主

じがくのススメNo.30車椅子テニス編 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に
脊
髄
を
損
傷
し
た
兵
士
た
ち
の
リ
ハ

ビ
リ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
な

の
で
す
。
ま
た
、
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
は

ユ
ダ
ヤ
系
出
身
の
ド
イ
ツ
人
で
あ
り
、

迫
害
か
ら
逃
れ
イ
ギ
リ
ス
へ
移
住
し
た

後
、
苦
難
の
人
生
を
送
る
人
々
の
リ
ハ

ビ
リ
へ
の
強
い
情
熱
を
結
晶
さ
せ
た
と

い
う
訳
で
す
。 

 

こ
の
大
会
は
回
を
重
ね
ス
ト
ー
ク
・

マ
ン
デ
ビ
ル
大
会
と
し
て
一
九
五
二
年

に
国
際
大
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
主
に

脊
椎
損
傷
の
障
害
の
み
が
対
象
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
前
述
の
青
野

さ
ん
が
出
場
し
た
の
は
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
第
一
部
、
国
際
ス
ト
ー
ク
・

マ
ン
デ
ビ
ル
大
会
で
あ
り
、
そ
の
他
の

障
害
を
も
つ
選
手
は
第
二
部
の
国
際
身

体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
身
体
障

害
（
視
覚
・
頸
髄
損
傷
・
切
断
・
脳
性

ま
ひ
な
ど
）
を
対
象
と
す
る
大
会
を
開

催
で
き
た
の
は
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
の
も

と
で
学
ん
だ
日
本
選
手
団
長
の
中
村
裕

博
士
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

両
下
肢
麻
痺
者
「P

a
ra

p
le

g
ia

」
に

よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「O

ly
m

p
ic

」
の

造
語
で
あ
る
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が

名
称
と
し
て
正
式
に
認
め
ら
れ
て
い
な

い
東
京
大
会
に
お
い
て
は
愛
称
と
し
て

随
所
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
、

も
う
ひ
と
つ
「P

a
ra

lle
l

」
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
「O

ly
m

p
ic

」
と
し
て
正
式
な

名
称
と
な
っ
た
こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
存

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

練
馬
区
立
石
神
井
西
小
学
校 
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校
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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
考 

校
長 

青
山 

直
志 

現
地
２
８
日
に
華
々
し
く
開
会
し
た

パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す

が
課
題
も
あ
り
ま
す
。
聴
覚
障
害
者
の

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
感
情
的
し
こ
り

が
残
り
ま
す
。
ま
た
、
選
手
た
ち
が
競

技
の
場
で
見
せ
る
超
人
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
、
障
害
を
も
つ
一
般
の
人
々

の
日
常
生
活
に
対
す
る
無
理
解
に
繋
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
野
球

を
や
っ
て
い
る
健
常
者
に
大
谷
選
手
の

よ
う
に
な
れ
！
な
れ
な
い
の
は
努
力
が

足
り
な
い
か
ら
だ
と
言
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
類
の
こ
と
で
す
。 

テ
レ
ビ
中
継
で
、
ま
た
は
報
道
番
組

で
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観
る
機
会
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
が
、
純
粋
に
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
そ
の
研
鑽
に
一
生
を
捧
げ
た

ア
ス
リ
ー
ト
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
の

念
を
も
っ
て
、
本
校
の
子
供
た
ち
に
は

競
技
を
観
戦
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま

す
。
開
会
式
で
旗
手
を
務
め
た
水
泳
の

西
田
杏
選
手
、Y

o
u

T
u

b
e
 C

h
a
n

n
e
l

じ
が
く
の
ス
ス
メ
で
も
取
り
上
げ
た
車

椅
子
テ
ニ
ス
の
小
田
凱
人
選
手
、
私
は

注
目
し
て
い
ま
す
。 

 

１９６４年東京パラリンピックで選手宣誓を行う青野繁夫さんと中村博士 

 

 



                

 

 

 

  

９月の予定  

１ 日  

２ 月 
【B 時程】４時間授業 始業式＜完全下校

12:25＞ 

３ 火 
給食始 ５時間授業 委員会（６校時） 

発育測定(6) 

４ 水 発育測定(5,わ) 【まなスペ】 

５ 木 図書集会 発育測定(2,4) 造形指導（わ）AM 

６ 金 発育測定(1,3) 宿泊学習保護者説明会（わ） 

７ 土   

８ 日   

９ 月 読書旬間（～30日） 

１０ 火   

11 水 移動教室説明会(5) 

１２ 木   

１３ 金   

１４ 土 
【Ｂ時程】土曜授業日（2,3校時公開） 

区・一斉防災訓練（引き渡し訓練 ４校時） 

１５ 日   

１６ 月 敬老の日 

17 火   

18 水 歯科（全）8:45 【まなスペ】 

19 木  

20 金  

21 土  

22 日 秋分の日 

２３ 月 休日 

24 火  

25 水 ４時間授業 

26 木 【B 時程】（1,2 校時のみ） シャクニーシー③ 

27 金   

28 土   

29 日   

30 月 委員会⑥ 

石西お米プロジェクト 
５年生 

総合的な学習の時間で、5年生はお米を育てていま

す。5月には、手を泥だらけにしながら、土に栄養を混

ぜる代掻きを行い、苗を丁寧に植えていきました。夏休

みには、自分たちで登校する日を決めて、毎日水をあ

げ、その成長を見守っています。9月になり、初めは 15

センチ程だった苗も、70センチ程まで伸びてきました。

おいしいお米ができるようにこれからも成長を見守って

いきます。 

お知らせ 
 副校長  

・9 月１４日(土) 4 時間目に引き渡し訓練を行います。 

相談室より（ＳＣ・心のふれあい相談員）  

ＳＣ（スクールカウンセラー） 9：30～16：30 

9日（月）、18日（水）、25日（水）、30日（月） 

心のふれあい相談員      9：00～15：30 

15日（木）、16日（金）、12日（木）、13日（金）、 

19日（木）、20日（金）、26日（木）、27日（金）  

【予約専用電話：090-7197-4292】 
 

 

 

【予約専用電話：090-7197-4292】 ９月の生活目標 「たくましい心と体をつくろう」  ★引き渡し訓練あり 

〇すすんであいさつをしよう 〇生活のリズムを取りもどそう 〇晴れた日は外で元気に遊ぼう  

〇学習の準備をきちんとしよう 〇うがいや手洗い、汗の始末をしっかりやろう  

読書旬間について 

本校では、年間を通して火曜日に「朝読書」に取り組ん

でいます。子供たちがさらにたくさんの本に出会い、読書

に親しめるように、９月９日（月）～３０日（月）の 

３週間を「読書旬間」とします。この期間は、図書委員会

による図書集会や教員による読み聞かせなど、子供たちが

読書に興味をもてるような活動を計画しています。さら

に、昨年度同様、「親子読書」を行います。おうちの方から

お子様へ、お子様からおうちの方へ読み聞かせをしたり、

同じ本を読んで感想を話し合ったり、家族で一緒に読書を

楽しんでいただければと思います。 

 
校内研究について 

本校の今年度の校内研究の主題は、「自ら学ぶ意欲を持

ち、学びを深める児童の育成～『探求的な学び』の視点を

取り入れた授業改善を通して～」です。子ども達が自ら課

題を見つけて探求し、様々な視点をもって学びを深める力

を育むことを目指しています。そのために、『探求的な学

び』について教員も学び、考え、授業改善を図り、協議を

重ねながら研究を進めていきます。 


